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１．郵貯銀行の実態（当業界対比）

（１） 当業界（会員行４７行）の４倍近い資金力を持つ金融機関

（２） 当業界（会員行４７行）の７倍の店舗網を基盤とする金融機関

（３） 「暗黙の政府保証」がある金融機関

・ ゆうちょ銀行の資金量：約２００兆円 ≒ （当業界の資金量約５４兆円）×４

・ 郵便局の店舗数：約２４，０００店 ≒ （当業界の店舗数：約３，３００店）×７

・ 政府の関与が残る移行期間中、政府によって、「信用」が裏付けられている。

（注：平成１８年３月末計数で比較）

【図表３】都道府県別預貯金残高 （５頁） 参照

【図表２】都道府県別店舗数 （4頁） 参照
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２．ゆうちょ銀行の業務拡大についての当業界の考え方

（１） 新規商品・サービスについては、市場・民間金融機関への

影響を検証し、慎重に議論すべきである。

（３） 民間金融機関と同等の内部管理態勢の整備が必要である。

（２） とりわけ、ローン業務については、地域金融・経済に甚大な

影響があるため、認められない。
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図表１．国内銀行の貸出増加額（平成１７年度中）
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（注）国内銀行の計数は、日銀「都道府県別預金・現金・貸出金」より作成。
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図表２．第二地銀と郵貯の店舗数（平成１８年３月末）
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第二地銀協地銀 郵便貯金

○ 当業界会員行の店舗数の１０倍以上の店舗がある都道府県が９都県。
最大１９．５倍（静岡県）。最小３．１倍（愛知県）。

（注）本表の計数は、第二地銀協地銀および日本郵政公社のディスクロージャー誌より作成。
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図表３．第二地銀と郵貯の預貯金残高（平成１８年３月末）
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第二地銀協地銀 郵便貯金

○ 当業界会員行の本店が所在する４０都道府県において、貯金残高が上回る。
最大１６．８倍（静岡県）。最小１．３倍（北海道）。

（注）第二地銀協地銀の計数は、日銀「都道府県別預金・現金・貸出金」より作成。
日本郵政公社の計数はディスクロージャー誌より作成。




